
 

（第２号様式）   
令和４年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立保土ケ谷高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（3月 23日実

施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の確かな学
力の定着と学習意
欲の向上につなが
る組織的な授業改
善に取り組む。 
②国際理解教育を
推進し、多様な価
値観を受容する力
を育む。 
③生徒会活動・学
校行事等の活性化
に取り組み、自己
有用感やリーダー
シップを育む。 

①・新学習指導要領に
応じた各科目の年間指
導計画を策定する。 
・「主体的・対話的で
深い学び」を組織的に
研究・実践し、授業改
善を促す。 
②国際理解教育をとお
して自己理解を深め、
他者との協働的な学び
を充実する。 
③学校行事や委員会活
動、生徒会活動を活性
化する。 

①生徒一人ひとりの学習や進
路等の目標を踏まえ、社会が
抱える諸課題に対応できる資
質・能力の育成をめざした年
間指導計画の策定を教科等横
断的な視点で検討する。 
・「主体的・対話的で深い学
び」の実践のために授業研究
を行い、研究協議を実施す
る。 
②「総合的な探究の時間」に
おいて自己理解、他者受容に
つながるキャリア形成を支援
する。 
③委員会は学期に１回、生徒
会執行部との定例会は月１回
の開催を目指す。 

①各科目及び教科横断的
な視点で年間指導計画の
策定を進めることができ
たか。 
・「主体的・対話的で深
い学び」の授業実践をと
おして、生徒による授業
評価等授業改善がみられ
たか。 
②ワークシートや振り返
りシート等の記載内容や
生徒の行動の変容があっ
たか。 
③会議の開催状況とそれ
に伴う活動実績（生徒満
足度等）があったか。 

①新学習指導要領に応じ
た各科目の単元の指導と評
価の計画の策定を教科横断
的な視点で検討した。 
②留学生との交流会及び
その取組についてのポスタ
ー制作、キャリアガイダン
ス等を通じてキャリア形成
を支援した。また、自己
PR 文を書くことによって
自己理解が深まっているか
評価した。 
③生徒会執行部の定例会
議は年間 15 回実施した。
生徒会新聞の掲示や文化祭
の企画など生徒主体の活動
ができた。 

①策定した各科目の単元
の指導と評価の計画に基づ
いて授業を実施し、その結
果をもとに再度検討する。 
②毎年の積み重ねによっ
て、「総合的探究の時間」
の学習内容は精選されてき
ている。１・２学年での取
組が、３学年での進路選択
や実績に活かされているか
総括していきたい。 
③生徒会執行部の活動を
定着させる。生徒会から各
種委員会に働きかけ学校全
体として委員会活動を活発
にさせる。 

①観点別評価が４
観点から３観点に
変更になる関係で
対応できている生
徒とそうでない生
徒で格差が広がっ
ている。生徒に応
じた対応について
検討するとよい。 
②国際理解教育を
推進していく中で
他者理解が定着
し、外国にルーツ
を持つ生徒が活躍
できていることが
評価できる。 

①新学習指導要領に応じた各
科目の単元の指導と評価の計
画の策定を教科横断的な視点
で検討できた。今後は学習改
善につなげる評価等を検討す
ることで個々の生徒に応じた
対応を考えていく。 
②自己 PR 文の記載内容から自
己理解が深まっていると評価
できる。１～２年での取組
が、３年での進路選択や実績
に活かされているか総括が必
要。 
③定例会が定着し、ＰＲ活動
や行事の成功につながった。
今後は委員会活動の活性化に
つなげる。 

①策定した各科目
の単元の指導と評
価の計画に基づい
て授業を実施し、
その結果をもとに
各科目ごとに再度
検討する。 
②総括するための
観点等からグルー
プ等で研究を深め
る。 
③各種委員会の委
員長との合同会議
を開催する。 
 
 
 

２ 

( 幼 児 ・ 児
童・) 
生徒指導・
支援 

①生徒とのコミュニ
ケーションの充実を
図り、きめ細かく粘
り強い生活指導・生
徒支援を組織的に行
う。 
 
 
 
 
②部活動の活性化に
取り組み、責任感や
自己肯定感を育む。 
 
 

①生徒一人ひとりが規
範意識を持ち、自立に
向けた意思決定と、正
しい行動様式を選択で
きるよう自己指導力を
高め、現在および将来
における自己実現を図
る。 
 
 
②入部率 40％以上を
目指す。(入部後の退
部者をへらす） 
 
 
・生徒が部活動に取り
組みやすい環境を整え
る。 

①日常的な生徒への声かけを
徹底するとともに、分かりや
すく丁寧に校則等の理解を図
る。また、インクルーシブの
観点から視覚的な指示表示に
よるルール等の整備を行う。 
 
 
 
 
 
②部活動見学週間に各部の説
明会を開催する。部活動総点
検の結果を活かす。 
 
 
・生徒数の減による生徒会予
算減収に伴い生徒活動が縮小
しないよう生徒会活動等工夫
する。 

①年間の生活指導件数が
減少したか。また、個別
の指導が適切に計画・実
行され、その後の生徒の
行動変容につながった
か。 
 
 
 
 
 
②入部率が目標を達成で
きたか。部活動総点検の
結果を踏まえ、具体的な
方策を実施することがで
きたか。 
 
・生徒会費の予算額を維
持する見通しが立った
か。 
 

①きめ細かく生活指導に
組織的に取り組み、問題行
動の予防に努めることがで
きた。必要に応じてＳＣや
児童相談所などと連携して
問題解決に努めた。多くの
生徒は規範意識を向上させ
て学校生活を送ることがで
きた。日常の声かけ等の成
果もあり、生活指導件数も
約 30％減少した。 
②全体の入部率は 34.6%で
達成はできなかったが、部
員数が増え活動が活発にな
った部が見られた。 
 
・遠征費規定の見直しを
行い減収に対応できるよう
考え、部活動費の縮小を最
低限に抑えられた。 

①問題の事案に応じて警
察や外部の支援機関との適
切な連携を検討していく。
また保護者・生徒の変化に
伴い、さらに丁寧な対応や
組織としての対応も迫られ
ているので、情報の共有は
今まで以上に必要である。 
②耐震工事や新型コロナ
ウイルス感染症の影響は大
きいが、顧問が部活動を見
に行ける環境を作り出すこ
とが改善につながる。 
・遠征費の支出増が避け
られないので来年度以降も
苦しい状況は続くと見込ま
れる。文化祭の収益や未納
分の回収が必要。 

①生活指導件数
が減少したこと
は評価できる。 
②上位大会に進
んでいる部活動
もあって、成果
が見られるが、
今後とも頑張っ
てほしい。 
 

①生活指導案件として取り上げ
た案件の減少は、日常の指導が
できている一定の成果であると
感じる。しかし、減少した成果
とは反比例して、個々の生徒へ
の対応や、臨機な対応、情報の
共有や対策にかける時間は非常
に大きくなっている。 
②入部率は向上しているが目
標までには到達していない。
活動のＰＲなどに年間を通し
て取り組む。 
・遠征費規定の見直しができ
たが、苦しい状況は続く。 

①常にマニュアル
等の見直しを行う
とともに、現存す
るルールについて
の見直しや評価
を、学校全体で実
施し、共有してい
く。月１回の状況
の報告や、進行形
の案件等、必要な
情報を学年中心に
常にリアルタイム
で共有できるよう
にする。 
②部活動アピール
週間に補助金を出
す。 
・試合参加費の支
出について精査す
る。文化祭による
収益を少しでも得
られるよう感染症
に注意しつつ平常
開催を目指す。 

３ 
進路指導・
支援 

〇多様な進路希望の
生徒にきめ細かく対
応するため、３年間
の系統的な進路支援
体制を充実させる。 
 
 

①進路行事の充実を図
り、進路活動への意欲
を向上させるととも
に、進路実現に向けた
基礎学力の定着と家庭
学習の習慣化を図る。 
 
 
②キャリアパスポート
や活動記録を作成さ
せ、進路活動に生か

①総合的な探究の時間をとお
して、生徒の進路活動への意
欲を高める。 
 
 
 
 
・家庭学習の習慣化を図るた
め学習計画表を作成し、学習
の計画と振り返りを実施させ
る。 

①総合的な探究の時間の
学びをとおして、生徒の
進路選択に向けた意識を
高め、進路活動を促進す
ることができたか。 
 
・家庭学習の習慣化を目
標とした学習計画表を作
成し、家庭学習の見通し
を持たせ、振り返りを行
うことができたか。 

①総合的な探究の時間に
おいて、生徒の意欲向上を
ねらいとしたキャリアガイ
ダンス、進路講話等の進路
行事を実施し、生徒の意欲
を高めることができた。 
・定期考査に向けて毎回
その見通し・振り返りを目
的とした学習計画表を作成
した。 
・基礎力診断テストにお

①コロナ禍によりオンラ
インでの実施となった進路
行事を再度充実させる。 
・学習計画表を生徒・保
護者との面談に活用するこ
とで家庭学習の改善を促し
ていく。 
・基礎力診断テストにお
いて、各教科との連携を深
め、事前課題や結果を学習
指導に生かしていく。 

①コロナ禍で苦
労されているよ
うだが引き続き
生徒のため努力
していただきた
い。 
②キャリアパス
ポートの活用な
ど検討課題とし
て取り組んでい
ただきたい。 

①コロナの影響を受け、２年
続けて予定通り実施できなか
った。意識・意欲の喚起のた
めの充実した「総合的な探求
の時間」の実施が必要。 
②現１年生の入学後のキャリ
アパスポートの提出は２０名
であった。高等学校での活用
のために回収方法の検討が必
要。 
③スクールメンターとの面談

①各種行事を従来
通りの方法で実施
するのに加え、必
要に迫られたとは
いえ新たにオンラ
インでの活動が加
わった。生徒の充
実した活動のため
に継続して検討す
る。 
②キャリアパスポ
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す。 
 
 
 
③生徒との面談体制を
充実させる。 

・基礎力診断テストを活用
し、基礎学力の定着を図る。 
 
 
 
②学期ごとに振り返りの時間
を設け、キャリアパスポート
もしくは活動記録を記入させ
る。 
 
 
 
③スクールメンターを活用す
る。 

 
・基礎力診断テストの振
り返りの時間を設けると
ともに、結果を分析し、
学習指導に生かすことが
できたか。 
②進路指導・進路活動に
おいて活動記録もしくは
キャリアパスポートを十
分活用できたか。 
 
 
③スクールメンター面談
延べ人数が増えたか。 

いて、事前課題の徹底や振
り返り、生徒向け説明会等
を行うことで実効性を高め
た。 
 
②学期ごと、行事ごとに
キャリアパスポートもしく
は活動記録を作成し、それ
らをデジタルデータとして
残し、面談や調査書・推薦
書の作成に活用した。 
③スクールメンター面談
の延べ人数は例年並みであ
った。 
 

 
②今年度新入生でキャリ
アパスポートを持ってきた
生徒は若干名であったが、
次年度は増加も予想される
ため、それらのより効果的
な活用方法を検討する。 
③スクールメンターは３
学年の就職希望者が主に活
用しているが、他学年の生
徒や進学希望者にも働きか
け、面談者数の増加を図
る。 

③スクールメン
ターについて、
もっと間口を広
げるように後押
ししたい。 

によって、生徒の進路選択に
関する意識の向上が見られ
た。令和４年度は対象校とは
ならなかったのは残念であ
る。 

ートについては卒
業時に生徒へ渡さ
ずまとめて高校へ
送付する中学校な
どの話もある。高
校側としては合格
者説明会で保護者
にも提出の協力を
求めていく。 
③スクールメンタ
ーについては今後
も継続して申請を
続ける。学校運営
協議会として後押
しいただけるとあ
りがたい。 

４ 
地域等との協
働 

〇地域に開かれた
学校、地域から信
頼される学校をめ
ざし、地域との連
携・交流を推進す
る。 

①本校の活動を活かし
た学校説明会や体験的
な行事を実施する。 
・地域に開かれた学校
として、地域との交
流・連携を推進する。 

①参加者へのアンケートによ
り、満足感を得ることができ
たか。 
 
・感染防止を徹底し、交流行
事を開催する。 

①参加者へのアンケート
により、満足感を得るこ
とができたか。 
・交流行事を開催できた
か。また生徒が積極的に
活躍できたか。 

①地域貢献活動や、合同
説明会が実施できなかっ
た。学校説明会について
は、アンケート調査結果も
良好であり、第４回目を臨
時で開催し、盛況だった。
HP の更新に加え、twitter
を開設し、広報活動の充実
を目指した。 
・お花の会を実施するこ
とができた。生徒も参加
し、地域の方々と交流がで
きた。 

①12月３日開催第３回説
明会後、臨時で第４回目を
開催した。その結果、需要
があることが分かった。継
続を検討していきたい。広
報メディアを活用し、広報
活動の充実を推進していき
たい。 
・感染防止を徹底し、実
施できなかったお茶の会を
実施する。 

①コロナ禍ででき
ることを、しっか
りと取組んできた
ことは評価でき
る。第 4 回目の学
校説明会の実施は
継続してほしい。 

① twitter を開設し広報活動
の幅を広げることができた。
臨機応変な対応で第 4回目の学
校説明会を実施できた。ホー
ムページの更新等をさらに推
進する必要がある。 
・お花の会を開催することが
でき、生徒も地域の方々との
交流ができた。 

①グループ業務の
再編で、ホームペ
ージに係る事項を
当グループに移管
したので、主体的
積極的に取組む。 
・感染症対策を徹
底し、お茶の会を
開催する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安全で安心
して生活できる教育
環境・教育体制の管
理に努める。 
②教員の働き方改革
を推進するために、
学校運営協議会と協
働した組織的な学校
運営や校務の効率化
を推進する。 
③事故・不祥事の防
止を徹底する。 

①校内研修等をとおし
て、防災意識を高め
る。 
 
②ICTを活用し、業務の
効率化を促進する。 
 
 
 
 
③職員一人ひとりが、
当事者意識を持ち、高
い倫理観と法令順守に
より事故・不祥事の未
然防止に取り組む 

①・緊急時を想定した非常食
等の作り方を学ぶ。 
・ICT を活用した DIG研修を
行う。 

②Teamsの打ち合わせ掲示板
を利用し、施設、備品等を管
理し、業務の効率化を図る。 
 
③毎月事故防止会議を設定
し、職員の意識や態度を醸成
する。また、職員間のコミュ
ニケーションを図り、常に複
数の目で点検や確認を行うな
ど、確実な業務の遂行を支援
する。 

①・緊急時を想定した
非常食等の作り方を理
解することができた
か。 
 
 
・ICT を活用した DIG 研
修を行うことができた
か。 

 
 
②Teams の打ち合わせ掲
示板を利用したこと
で、業務の効率化を図
ることができたか。 
 
 
③職員の事故や不祥事
を未然に防ぐことがで
きたか。 

①・非常食作りについて
は、コロナの関係から実施
することができなかった。
その代替として、非常食を
食べる体験を実施した。 
・ＩＣＴを活用したＤＩ
Ｇ研修は、1 度に多くのＰ
Ｃを必要とするため実施で
きなかった。 
②打ち合わせ掲示板での
備品等の管理について、業
務の効率化を図ることがで
きた。 
③毎月の不祥事防止研修
会で全職員に向け、具体的
な事例、ヒヤリハットを取
り上げ、当事者意識の醸成
に努め、概ね未然防止がで
きた。 

①・非常食作りは、やり
方を工夫して実施する必要
がある。 
・来年度より、１年は１人
１台のＰＣが導入されるた
め、ＩＣＴを活用したＤＩ
Ｇ研修は実施しやすくな
る。２，３年は、早い段階
で実施計画を立て、実施日
を分割する等の工夫をし、
１度に多くのＰＣを準備で
きるようにする。 
②打ち合わせ掲示板での
備品等の管理については、
新規物品についても、即時
対応ができるようにする。 
③今後は不祥事ゼロに向
け、定期的に研修会を開催
するとともに、日頃から声
かけを重ねていく。 

・今年度実施でき
なかったことにつ
いては、来年度に
向け具体的に対策
を練る必要があ
る。 

①食の防災訓練については、
非常食作りがコロナ禍の中、
実施できないことも含め、検
討が必要である。 
・ＩＣＴによるＤＩＧ訓練に
ついては、教員への研修を必
要とする。 
②新規物品について、担当者
だけでなくグループ全体で把
握できるようにする。 
③複数回の不祥事防止研修会
の実施や資料配付を続けるこ
とで職員の同僚性や規範意識
は高まった。しかし業務上の
事故は無くならなかったこと
が課題である。  

①非常食作りがで
きなかったため、
乾パンを食べる訓
練を実施した。賞
味期限が近いもの
を活用し、食品ロ
スを防ぐことがで
きたことから好評
だった。来年度以
降も継続する。 
・教員へのＤＩＧ
研修は、夏休みに
実施したい。 
②グループ内で、
備品を把握できる
資料を作成する。 
③不祥事防止に向
けて職員間の同僚
性をさらに高める
研修会を行ってい
く。ミスを減らす
ためにはマニュア
ルの徹底を行い、
複数の目で確認す
る習慣を持たせ
る。 

 


